
幾
年
も
待
ち
た
る
薔
薇
の
咲
き
に
け
り

（
１

－

Ｂ
）
橋
本
　洋
子

虫
の
音
に
我
生
き
か
え
る
風
呂
場
か
な｠

（
２

－

Ｂ
）
村
田
　文
利

梅
雨
明
け
て
風
鈴
鳴
ら
す
風
を
待
つ

（
３

－

Ｂ
）
大
越
カ
ツ
代

久
方
の
空
賑
や
か
に
蝉
の
声

（
３

－

Ｂ
）
古
川
　
　信

邯
鄲
を
愛
で
る
齢
か
耳
鳴
り
か

（
４

－

Ｂ
）
棚
橋
　千
秋

卓
上
の
流
し
そ
う
め
ん
手
も
回
る

（
研

－

１
）
村
上
　好
範

山
粧
ふ
せ
せ
ら
ぎ
細
く
石
鼓

（
研

－

２
）
大
竹
　清
美

梅
雨
曇
大
学
が
え
り
ラ
ン
チ
行
く

（
１

－

Ｃ
）
渡
辺
　輝
子

俺
だ
っ
て
酒
と
甘
味
の
二
刀
流

（
２

－

Ｃ
）
大
和
田
富
雄

発
端
は
時
代
錯
誤
の
独
裁
者

（
３

－

Ｃ
）
渡
邊
　睦
子

コ
ロ
ナ
明
け
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
も
出
番
待
つ

（
４

－

Ｃ
）
長
尾
久
美
子

「
久
し
ぶ
り
！
」
声
か
け
ら
れ
て

「
誰
だ
っ
け
？
」
　

（
研

－

１
）
大
塚
　幸
雄

成
人
の
前
撮
り
孫
の
晴
れ
姿

（
研

－

２
）
七
海
　ミ
エ

短  

歌

俳  

句
川  

柳

今
年
ま
た
運
動
会
で
年
忘
れ

ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
に
若
返
る
刻

　

（
１

－

Ａ
）
菅
野
　新
司

北
の
峰
山
頂
隅
に
白
い
花

夏
は
短
か
ろ
冬
は
長
か
ろ

　

（
３

－

Ａ
）
紺
野
　育
男

夕
立
の
急
が
さ
る
様
帰
り
道

肩
を
寄
せ
あ
う
ひ
と
つ
の
傘
に

　

（
４

－

Ａ
）
橋
本
　良
子

梅
雨
の
朝
庭
の
片
隅
咲
き
揃
う

色
と
り
ど
り
の
あ
じ
さ
い
の
花

　

（
研

－

１
） 

佐
々
木
久
善

帰
省
し
た
娘
の
髪
は
金
髪
に

東
京
砂
漠
と
た
め
息
つ
い
た

　

（
研

－

２
）
関
根
　栄
子

と
き

さ
ま

み
ん
な
の

み
ん
な
の

芸
文

　
い
や
ぁ
〜
、
今
年
の
夏
も
今
ま

で
に
な
く
暑
か
っ
た
で
す
ね
。

　
そ
こ
で
、
昔
も
こ
ん
な
に
暑
か

っ
た
の
か
と
郡
山
の
過
去
の
最
高

気
温
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
２
０
２
２
年
８
月
　
36
・
２
度

（
20
年
前
）

　
２
０
０
２
年
８
月
　
35
・
１
度

（
40
年
前
）

　
１
９
８
２
年
８
月
　
30
・
７
度

　
40
年
前
と
の
差
が
５
・
５
度
も

あ
り
ま
し
た
。
今
で
は
エ
ア
コ
ン

も
当
た
り
前
の
時
代
に
な
り
ま
し

た
が
、
も
っ
た
い
な
い
か
ら
と
付

け
た
り
切
っ
た
り
す
る
よ
り
、
つ

け
っ
放
し
の
方
が
電
気
代
が
か
か

ら
な
い
と
聞
き
ま
す
。
こ
ま
め
な

水
分
補
給
で
健
康
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
！

　
さ
て
、
前
期
行
事
と
し
て
は
う

ね
め
踊
り
の
前
に
、
運
動
会
が
入

り
慌
た
だ
し
か
っ
た
の
で
す
が
、

後
期
行
事
も
、
４
年
振
り
の
学
園

祭
で
、
各
ク
ラ
ス
毎
の
出
し
物
が

あ
り
、
皆
さ
ん
夏
休
み
前
か
ら
練

習
に
大
忙
し
の
様
子
。
そ
し
て
同

月
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行
が

控
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
各
ク
ラ
ス
の
会
報

委
員
が
ネ
タ
探
し
に
お
願
い
す
る

と
思
い
ま
す
の
で
引
き
続
き
ご
協

力
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　コロナ禍も一段落し、本格的に行事回復が可能となって来た5月6日、今年度
の学生会総会が開催されました。
　来賓として、学園事務局所長の生江温様、研修1、2年委員長の安齋靖則様、
小林栄様をお迎えして挨拶を頂きました。
　各学級3名の出席により、無事5件の議案が承認されました。続いて2件の質
疑もあり、活発且つ滞りなく総会が終了し、今年度の学生会のスタートを切るこ
とができました。学生会総会に出席くださった皆様には心より感謝いたします。
　既に総会明けより、各実行委員会が学生会活動の中心を担って活発に活動を
しています。「明るく楽しく元気よく」充実した学園生活を送られるよう切に
願っています。

令和5年度 学生会総会の実施
学生会会長　佐藤 重章

編
集
後
記

会
報
編
集
委
員  

佐
久
間 

統
広

「第59回 うねめまつり踊り流し」
4年ぶりの通常規模開催4年ぶりの通常規模開催

令
和
５
年
度

「
う
ね
め
踊
り
」

  

参
加
を
終
え
て 

う
ね
め
踊
り
実
行
委
員
長    

　

 

教
養
二
年
　
川
前 

晟
三

　
８
月
４
日
㈮
に
「
あ
さ
か
の
学
園
学
生
会
」
は
、

う
ね
め
踊
り
流
し
に
総
数
２
０
３
名
で
参
加
し
、

当
日
参
加
31
団
体
の
う
ち
４
団
体
に
表
彰
さ
れ
る

「
優
秀
賞
」
に
輝
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、

　
①
実
行
委
員
16
名
が
５
月
か
ら
、
実
行
委
員
会

を
重
ね
て
の
打
ち
合
わ
せ
や
鉢
巻
と
花
鈴
の

作
成
作
業
、
又
、
学
生
会
あ
げ
て
の
踊
り
の

練
習
な
ど
の
事
前
準
備
に
頑
張
っ
て
頂
い
た

こ
と
。

　
②
そ
し
て
何
と
言
っ
て
も
踊
り
参
加
者
の
学
生

皆
様
お
一
人
お
一
人
が「
楽
し
く
自
分
ら
し
く
」

最
後
迄
一
体
感
と
パ
ワ
ー
溢
れ
る
踊
り
を
、
市

民
の
方
々
に
披
露
い
た
だ
い
た
こ
と
。

　
③
ま
た
、
講
師
の
宗
家
藤
蔭
流
　
藤
蔭
玉
枝
先
生

の
２
回
に
渡
る
、
時
に
厳
し
く
、
時
に
愛
情
の

あ
る
ご
助
言
ご
指
導
を
頂
い
た
こ
と
。

が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
で
あ
り
、
全
て
に
感
謝
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
歴
代
学
生
会
会
長
さ
ん
始
め
、

う
ね
め
役
員
先
輩
の
方
々
の
ご
助
言
、
大
い
に
助
か

り
ま
し
た
こ
と
に
御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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教
養
一
年  

芸
術
・
文
化
　大
野 

直
彦

　
本
年
度
の
あ
さ
か
の
学
園
大
学
の
入
学
式

は
、
令
和
５
年
４
月
７
日
㈮
午
後
２
時
か
ら

三
年
ぶ
り
に
け
ん
し
ん
郡
山
文
化
セ
ン
タ
ー

で
教
養
・
専
門
課
程
全
生
徒
５
３
８
名
が
参

加
し
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
教
養

１
年
生
は
、
例
年
に
無
く
募
集
定
員
１
２
０

名
を
満
た
す
大
盛
況
で
し
た
。
式
は
、
内
藤

副
学
長
の
開
式
の
こ
と
ば
、
国
歌
清
聴
、
富

田
学
長
か
ら
の
入
学
許
可
、
式
辞
を
頂
き
、

そ
の
後
、品
川
市
長
の
あ
い
さ
つ
、来
賓
祝
辞
、

佐
藤
重
章
学
生
会
会
長
の
歓
迎
の
こ
と
ば
と

続
き
教
養
課
程
１
年
木
村
洋
一
さ
ん
か
ら
新

入
生
代
表
の
こ
と
ば
が
あ
り
、
校
歌
清
聴
後
、

滞
り
な
く
閉
式
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
私
の
入
学
の
き
っ
か
け
は
昨
年
の

７
月
に
遡
り
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
の
派
遣

先
で
「
仕
事
、
楽
し
い
か
い
？
」
と
声
を
掛

け
て
頂
い
た
の
は
本
学
Ｏ
Ｂ
の
佐
久
間
さ
ん

で
し
た
。
余
程
ど
ん
よ
り
と
し
た
顔
を
し
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。
定
年
後
の
生
活
に
張
り

合
い
の
無
さ
を
感
じ
、
共
感
で
き
る
仲
間
を

探
し
て
い
た
私
は
本
学
の
話
を
聞
い
て
早
速

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
チ
ェ
ッ
ク
。「
何
か
面
白

そ
う
」
と
入
学
を
決
意
。
一
月
の
受
付
初
日

に
パ
ソ
コ
ン
で
申
込
み
。
二
月
に
決
定
通
知

を
頂
き
、
入
学
式
に
臨
み
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
三
か
月
。
週
一
回
の
講
義
も
面
白
く
、
何

よ
り
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
語
ら
い
が
待
ち
遠

し
い
で
す
。
人
生
初
の
大
学
生
？
と
な
り
、

前
か
ら
や
っ
て
み
た
か
っ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

や
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
同
好
会
、
予
期
せ
ず
抜

擢
さ
れ
て
し
ま
っ
た
学
生
会
役
員
の
活
動
と

充
実
？
の
学
生
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ま
さ
に「
青
春
再
び
」ワ
ク
ワ
ク
で
一
杯
で
す
。

入学式

事後清掃ボランティアに参加第59回うねめまつり
実行委員会主催

学生会環境ボランティア実行委員会が募集し、令和５年
8月6日早朝に男女計66名の方にご参加いただきまし
た。参加された学生の皆さんありがとうございました。

準備風景

練習風景

個人賞

浴衣姿の大先輩
青山 功さんも応援に
駆けつけてくださり
懸命な練習を実施！！

力を合わせて入念な花鈴、
鉢巻の準備・作成  お疲れさま！

研修１：齋藤京子さん  ２B：勅使河原正之さん

みなさん！ 見でねで
           まざんねが

い♬

おめでとうございます♪

藤蔭先生！ 今年もご指導
ありがとうございました。

優秀賞ばんざーい！

お疲れさま
です

A組 B組 C組

３ ２2023年（令和5年）10月1日　学生会会報第58号 2023年（令和5年）10月1日　学生会会報第58号
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ク ラ ス 紹 介

 

令
和
２
年
の
春
私
た
ち
の
学
年
は
、
学
園
生
活

に
夢
と
希
望
を
持
っ
て
入
学
し
た
も
の
の
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
入
学
式
を
は

じ
め
殆
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

  

入
学
し
て
か
ら
４
年
目
・
専
門
２
年
生
に
な
っ

て
や
っ
と
各
種
イ
ベ
ン
ト
本
来
の
活
動
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
各
講
義
の
充
実
さ
に
加
え
、
あ
さ

か
の
学
園
大
学
の
魅
力
は
、
全
国
的
に
も
注
目
さ

れ
る
学
生
会
を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
ク
ラ
ブ

活
動
の
活
発
さ
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
体
験
を
目
的

に
入
学
さ
れ
た
学

生
さ
ん
も
多
く
お

ら
れ
ま
す
。

　
我
ら
４
Ａ
の

面
々
は
今
ま
で
の

行
動
制
限
を
挽
回

し
て
、
こ
れ
か
ら

の
学
生
生
活
を
謳

歌
す
べ
く
、
渡
邉

克
行
学
級
委
員
長

を
中
心
に
明
る
く

元
気
に
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ガ
ン
バ
レ
４

Ａ
!!

　
４
Ｂ
は
43
人
。
に
ぎ
や
か
な
ク
ラ
ス
で
す
。

　
独
自
の
取
組
み
を
３
つ
紹
介
し
ま
す
。

①
学
級
通
信
の
発
行
。
今
年
は
３
号
発
行
予
定
。

②
各
班
持
ち
回
り
に
よ
る
「
イ
ベ
ン
ト
」
は
概
ね

２
ヶ
月
に
一
度
開
催
し
、
今
年
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
、

三
春
町
ま
ち
な
か
散
策
、
暑
気
払
い
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
、
芋
煮
会
な
ど
趣
向
を
こ
ら
し
て

実
施
。
６
つ
の
班
が
そ
れ
ぞ
れ
企
画
か
ら
運
営

ま
で
担
当
。
歴
史
や
森
な
ど
の
案
内
に
詳
し
い

仲
間
も
お
り
、
何
か
と
心
強
い
で
す
。

③
ク
ラ
ス
の
潤
滑
油
の
役
割
を
果
た
す
「
楽
Ｂ

（
ら
く
び
ー
）
会
」
は
飲
ん
で
歌
っ
て
語
る
会
。

女
性
13
人
の
「
な
で
し
こ
会
」
は
、
ラ
ン
チ
会

や
笑
い
ヨ
ガ
、
ピ
ザ
作
り
体
験
、
街
中
散
策
な

ど
楽
し
む
会
。

仲
間
の
輪
が
大

き
く
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　
４
Ｃ
は
男
性
17
人
、
女
性
23
人
が
在
籍
し
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
入
学
し
、
様
々
な
事
が
中
止

の
中
で
学
園
生
活
を
送
っ
て
来
ま
し
た
。
今
年
の

運
動
会
は
、
お
揃
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
マ
ス
ク
も
外

し
４
Ｃ
の
絆
を
深
め
た
行
事
に
な
り
ま
し
た
。
人

生
の
大
先
輩
、
阿
部
安
興
さ
ん
の
「
フ
レ
ー
、
フ

レ
ー
、
４
Ｃ
!
」
の

応
援
で
さ
ら
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ス
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
や
班
ご

と
の
食
事
会
な
ど
も

増
え
、
各
ク
ラ
ブ
や

同
好
会
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

先
日
の
レ
ク
は
、

「
郡
山
自
然
の
家
」

で
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を

体
験
し
、
カ
ー
リ
ン

グ
で
小
学
生
と
の
交

流
も
あ
り
、
楽
し
い

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
は
学
園
祭
で
す
。

力
を
合
わ
せ
思
い
出

に
残
る
ス
テ
ー
ジ
発

表
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

専
門
二
年  

健
康
・
福
祉

助
川

　
　清

専
門
二
年  

郷
土
・
生
活

佐
浦

　
　東

久
野

　裕
子

専
門
二
年  

芸
術
・
文
化

  私がインターネットを始めた頃、デジタル化に
非協力的な人が何処でも居たものです。推進し
たいメンバー内ではこれを「ゼロの人」と呼んで
いたものです。ゼロに何を掛けてもゼロですよ
ね。デジタル化も「ゼロの人」をゼロにしないと
システムは上手く稼働しないのです。
　ゼロの人にも理由はあります。「私が触るとス
マホが壊れる？」「難しそう!!」何が出来るか分
からないし…」などなど、あげく「何か得になる
ことありますか?」という岩盤アナログ派も存在
します。(^^;) 
　気づいたことがありました。デジタル化は大
抵上意下達を効率的に進める為のもので使う
人にとっては、面白くも、得にもならないことが
多いのです。デジタル化はスマホで始めましょ
う。使うソフトはWebブラウザとmailと電話機能
と動画（Youtube）が有れば十分です。ここまで
付いて来れないアナログ派の方もご安心くださ
い。「面倒な設定は販売店に頼んで」、webは重
いものを宅配で頼むため、mailは孫や友人との
やり取りに、動画はニュースを見ましょう。覚え
ることは再起動の方法です。動かなくなっても
慌てずに再起動!! これで解決です。

　今日は運動会、朝ふと昔の自分を思い出した。
小学校時代、足が遅かった私は、団体競技は楽
しいものの運動会が嫌いだった。しかし、校庭
の片隅にゴザを敷き、母が作った昼食を家族皆
で食べるのがたまらなく楽しくとても嬉しい日
でもあった。
  今、私達は平均年齢が七十歳に届こうという
高齢者だ。これまで数多くの喜びと人には言え
ない苦労や悲しみなどを味わい、それらを乗り
越え生きて来た。ようやく様 な々縛りから解かれ、
得られた時間を大切に使おうと、皆さん、あさか
の学園大学に入学された。自分のことを後回し
にして来た習慣に少し距離を置き、級友と一緒
に学び活動するこ
とを心から楽しめ
るようになった。

郡山市あさかの学園大学　　
学長　富田  孝志

「小学校ふたたび」
　　　　の運動会 「ゼロ」を無くそう

郡山市あさかの学園大学　　
副学長　内藤  清吾

市 長 訪 問
    6月6日に役員就任挨拶のため、佐藤会長、渡邉総務、粟山会計、副会長
３名の計６人で、品川市長を訪問した。
　30分程の面会で、市の少子高齢化の説明があった。若者が目に見えるほ
ど減っている。高齢者は、若者に頼って教えてもらう時代は終わり、誰も
教えてくれない世の中になり孤立することも考えられる。「できない、わか
らない」と言っていられる時代は過ぎ、自ら学び、自ら実践する世の中に
なっている。
　学園の皆さんには、授業で学んだことを活かし民生児童委員を引き受け
る等、ぜひ社会貢献をして若者を共に支えてもらいたい。
　また、萌世高校や第一学園高校とコラボした高齢者と若者の交流も進め、
ホームページやSNS等のデジタルメディアで発信、記録していって欲しい。
　健康長寿課や学園事務局とよく調整し、実現に向けて努力して欲しいと
の激励を受けた。

品川市長表敬訪問を終えて
学生会副会長　専門１年  芸術・文化　仲野  　寛
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総合得点
順　位

クラス
種目

　
響
き
わ
た
る
歓
声
、
熱
気
に
溢
れ

た
応
援
。
心
も
体
も
躍
動
。
チ
ー
ム

一
丸
と
な
っ
て
競
技
に
打
ち
込
む
姿

が
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま
し

た
。
本
当
に
素
晴
ら
し
い
運
動
会
で

し
た
。
勝
ち
負
け
は
付
き
も
の
と
は

言
え
、
勢
い
を
味
方
に
つ
け
た
チ
ー

ム
が
「
上
位
入
賞
」
を
た
ぐ
り
寄
せ

た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
無
事
終
了
で
き
た
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も
先
生
方
始

め
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タ
ッ
フ
、
実
行
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員
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、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
学
生
の
皆
さ
ん
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ど
連
携

し
て
し
っ
か
り
準
備
が
で
き
た
か
ら

と
感
じ
ま
し
た
。
本
当
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
運
動
会
は
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
絶

好
の
機
会
。
来
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各
チ
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ム
の
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ま
す
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。
来
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も
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を
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す
。

　
名
称
が
正
式
に「
運
動
会
」に
な
り
、開
催
日
が
９
月
か
ら
６
月

に
変
更
さ
れ
た
運
動
会
は
、令
和
５
年
６
月
29
日
、ま
だ
ク
ー
ラ
ー

が
入
ら
な
い
郡
山
総
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体
育
館
に
て
開
催
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れ
ま
し
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ラジオ
体操

　まだ呼ばれない、でも上位になること
は確かだ！呼ばれた！！なんとなんと同点
で優勝！！昨年、このチームは最下位に甘

んじていたのです。昨年を思い返せば、運動会に参加するに
あたり、黄色い鉢巻だけで臨むこととしました。今年はとい
うと、運動会の日程が発表されるや否や揃いの「黄色いT
シャツ」を揃えて参加しようと言う提案があり、全員が賛同し
ました。このようなまとまりは、昨年はなかったように記憶し
ております。このような思いが順位を押し上げる原動力に
なったのだと思われました。また、当日の「赤白玉入れ」を除
き、他種目が徐々に好成績で進行したことも本気度が上昇し
た要因と思われました。「優勝おめで
とう3B」これからも頑張りましょう。

　２クラス優勝のうち「研修１年」は、昨年
「優勝」の旧4Bクラスと「どん尻」クラスも
含めて合体した、総勢95名の大所帯の

チームで、競技者は１種目集中で挑みました。体育館に響きわ
たるクラス毎の大声援の応援は、昨年以上に盛上りを感じま
した。そんな「盛上がり」の後押しもあってか、「大玉ころがし」
競技で１番となり「あれ？もしかして！」を感じ、私の声援も気
合いに変わり熱くなったのは確かで、競技者の本気度も感じ
ました。赤·緑·青（Ｔシャツ色）の大所帯が１つになれたことが、
優勝につながったかと思います。また、実行委員を中心に、ク
ラスの「バランスのとれた競技別配置」「競技順番」を考慮し
たのも勝因のひとつかとも思います。「研修１年」（19研修
コース）は、この「勝利」を大切にしていきたいと思います。

研修1年   安齋 靖則 専門1年  郷土・生活   田辺 新太郎

教養2年  郷土・生活   安斎 幸広
　入学して二年目となり、前年度の二桁の記録を塗り替えるべく、一桁
入賞を目標にクラス全員闘志を燃やして、運動会当日を迎えました。運
動会も二度目となり、お揃いの薄紫のＴシャツ姿も様になり、全種目に
おいて上位の成績を修められ、観客席の応援も大いに盛り上がりました。
　それにしても皆さん健康で元気ハツラツです。自分の出番が待ちき
れないぐらいに張り切って、ボランティアの高校生のように、青春を謳
歌して競技を行った結果が準優勝に繋がりました。実行委員として準
備から携わった者として、誇りに思った瞬間でした。
　大会後の食事会も大いに盛り上がり、来年も今回以上の成績を目指
そうという機運も醸成されたようです。クラスの皆さん、スタッフの皆
様大変お疲れ様でした。｠

専門2年  郷土・生活   粟山 　昇
　昨年度は準優勝だったので、今年こそ「優勝するぞ」とクラス全員で
勝つ気満々で望んだ今回でしたが結果三位でした。勝ち負けよりも、ク
ラス一丸となって頑張れる運動会のイベントがクラスを結束させる大事
な事と感じますし、応援団の賞もあるといいねという意見もありました。
　自分たちの学年は、コロナのはじまりの年で、1年生の時は７月から
の開始で授業のみで、学校のイベントも開催できない状況でした。しか
し幸いなことに、クラスに再入学の生徒が何人かいた事で、コミュニ
ケーションを図るため、班ごとの食事会や、イベント等コロナに気を付
けながらも結構開催していました。基本的には「一人ひとりが主役」と
いう事で、各班中心に企画を考えて役割分担して年間計画を立てて楽
しんでいます。

優勝 優勝

三 位

二 位

万歳三唱

　学園最後の運動会が、新しい形で実施さ
れた。「ケガなし・ズルなし・文句なしです！」
を心得として、半日を精一杯選手・応援者と
して、過ごした。実行委員の皆様、そして、
学園事務局の職員の皆様、本当にお世話に
なりました。とても意義のある行事でした。

  私は、昨年は健康づくり実行委員、今年
はクラスの副委員長で審判係を務めまし
た。そこで、来年度に向けた要望ですが、
・更に親睦を高めるため、途中昼食を入れ
る。（お弁当は持参してクラス毎に食べる）
・競技方法の改善  例えばある2種目（現状
では大玉転がしと紅白玉入れ）は予選、決
勝戦方式（予選で上位3チームが決勝）に

　私達、３Ｃは、入学後２回目の運動会で
す。｠ 昨年は成績が奮わず、今年は黄緑色
のお揃いのＴシャツを新調し挑みました。｠
私は、じゃんけんリレーで何回やっても勝
てませんでした。夢中で続けようやく勝ち
バトンを繋げた私。恥ずかしいやら、頭
真っ白で戻ってきた私に、皆から「大丈夫
や、ハイタッチや、お疲れ様」、「楽しめまし

　「２A一味同心」のスローガンのもと気持
ちは青春真っ只中の僕も私も経験とセン
スで走って投げて出し尽くしました。順位
は関係ない。皆の楽しそうな笑いと時折
見せるカッコ良さはだれしも学園No.1。
終了後には打ち上げランチを仲良くいた
だき満喫した一日となりました。運動会の
開催を感謝いたします。

研修2年　小林　栄

　我が3Aは話合いにより統一のカラーT
シャツの着用は自由とした。手製の横断幕
におもいやり、みんな仲よくを大書し体育
館内に掲示。3Aのシール付鉢巻をきりりと
しめた26名全員が笑顔で元気に競技に参
加。結果は11位。

３A　阿部 信幸

　若者の濃紺シャツ４C。３ゲーム３位が、宝
探しで７位へ。宝は無かったの？
　そこへ神様がささやく。
『これで良いのだ４C、友人・家庭・人生の宝
は、もう一杯だから』

4C　羽賀 慎二

　高齢者の大学とはいえ一年生は一年生。
ピッカピカの一年生の緊張と不安感、納得。
応援への熱意と取り組み方は半端でなく歌
を作り声張り上げペットボトルをシャカシャ
カ振って競技者を声援。楽しんだ運動会、
終了。

1C　遠藤 雍子

　初めての運動会。まだ顔も名前もよく覚
えていないクラスメイトと「参加することに
意義があり」の精神で臨みました。結果は８
位でした。｠
　順位を意識してがむしゃらに参加した人
はいなかったと思いまが、今思い返せばク
ラスメイト全員、真剣に一生懸命、競技に取
り組んでいた姿が目に浮かんできます。来
年は顔も名前も覚え運動会を楽しみたいと
思います。

1A　佐藤 禎信

　私たち４Aは24名しかいない。しかも、3
名が欠席、1名が途中退席。だから、ほぼ全
員が、老体に鞭打って４種目フル出場。
　１番目の大玉転がしは第１位。２番目の
ジャンケンリレーは第４位。３番目の玉入れ
は第２位と、総合３位入賞が見えてきたとこ
ろ、最後の宝拾いが６位。残念！
　結局、総合第５位となった。しかし、人数
が少ない中での一人一人の頑張りは、誰が
なんと言っても優勝だ。

4A　渡邉 克行

　運動会行事は、半世紀ぶりに参加。あさ
かの学園１B全員の思いは「良くやった！楽し
かった！」だと確信しています。
１.事前準備としてアンケートを実施し、応援
垂れ幕、応援方法の段取りや道具準備を
行い、応援に熱が入った。

２.有志の方の手作り紅白玉を使用して予行
練習を実施した。
　入学してまだ三ヶ月、仲間の顔と名前が一
致していない中、心地よい汗を流し力強い
応援、満足の笑顔。本当に良い一日でした。

１B　藤田 昌宏

　私は、昨年は健康づくり実行委員、今年
はクラスの副委員長で審判係を務めました。
そこで、来年度に向けた要望ですが、
・更に親睦を高めるため、途中昼食を入れる。
（お弁当は持参してクラス毎に食べる）
・競技方法の改善…例えばある2種目（現状
では大玉転がしと紅白玉入れ）は予選、決勝
戦方式（予選で上位3チームが決勝）にする。
・チームとしての戦略性（選手配置等）を求
め、例えば大玉転がしのアンカーは、距離を
長くする。以上です。

2C　渡邉 章太郎

　私達、３Ｃは、入学後２回目の運動会です。｠
昨年は成績が奮わず、今年は黄緑色のお揃
いのＴシャツを新調し挑みました。｠
私は、じゃんけんリレーで何回やっても勝て
ませんでした。夢中で続けようやく勝ちバト
ンを繋げた私。恥ずかしいやら、頭真っ白で
戻ってきた私に、皆から「大丈夫や、ハイ
タッチや、お疲れ様」、「楽しめましたか」とそ
の一言で助けられました。クラス全員で運
動会に参加し、一人も怪我無く楽しむこと
ができました。結果だけでなく、大切な絆、
宝を得ることができクラスがひとつになり
ました。お疲れ様でした。｠

3C　鯨岡 愛子

　「２A一味同心」のスローガンのもと気持
ちは青春真っ只中の僕も私も経験とセンス
で走って投げて出し尽くしました。順位は関
係ない。皆の楽しそうな笑いと時折見せる
カッコ良さはだれしも学園No.1。
終了後には打ち上げランチを仲良くいただ
き満喫した一日となりました。運動会の開
催を感謝いたします。

２A　ヨーコ

★運動会★みんなの感想
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教養2年  郷土・生活   安斎 幸広
　入学して二年目となり、前年度の二桁の記録を塗り替えるべく、一桁
入賞を目標にクラス全員闘志を燃やして、運動会当日を迎えました。運
動会も二度目となり、お揃いの薄紫のＴシャツ姿も様になり、全種目に
おいて上位の成績を修められ、観客席の応援も大いに盛り上がりました。
　それにしても皆さん健康で元気ハツラツです。自分の出番が待ちき
れないぐらいに張り切って、ボランティアの高校生のように、青春を謳
歌して競技を行った結果が準優勝に繋がりました。実行委員として準
備から携わった者として、誇りに思った瞬間でした。
　大会後の食事会も大いに盛り上がり、来年も今回以上の成績を目指
そうという機運も醸成されたようです。クラスの皆さん、スタッフの皆
様大変お疲れ様でした。｠

専門2年  郷土・生活   粟山 　昇
　昨年度は準優勝だったので、今年こそ「優勝するぞ」とクラス全員で
勝つ気満々で望んだ今回でしたが結果三位でした。勝ち負けよりも、ク
ラス一丸となって頑張れる運動会のイベントがクラスを結束させる大事
な事と感じますし、応援団の賞もあるといいねという意見もありました。
　自分たちの学年は、コロナのはじまりの年で、1年生の時は７月から
の開始で授業のみで、学校のイベントも開催できない状況でした。しか
し幸いなことに、クラスに再入学の生徒が何人かいた事で、コミュニ
ケーションを図るため、班ごとの食事会や、イベント等コロナに気を付
けながらも結構開催していました。基本的には「一人ひとりが主役」と
いう事で、各班中心に企画を考えて役割分担して年間計画を立てて楽
しんでいます。

優勝 優勝

三 位

二 位

万歳三唱

　学園最後の運動会が、新しい形で実施さ
れた。「ケガなし・ズルなし・文句なしです！」
を心得として、半日を精一杯選手・応援者と
して、過ごした。実行委員の皆様、そして、
学園事務局の職員の皆様、本当にお世話に
なりました。とても意義のある行事でした。

  私は、昨年は健康づくり実行委員、今年
はクラスの副委員長で審判係を務めまし
た。そこで、来年度に向けた要望ですが、
・更に親睦を高めるため、途中昼食を入れ
る。（お弁当は持参してクラス毎に食べる）
・競技方法の改善  例えばある2種目（現状
では大玉転がしと紅白玉入れ）は予選、決
勝戦方式（予選で上位3チームが決勝）に

　私達、３Ｃは、入学後２回目の運動会で
す。｠ 昨年は成績が奮わず、今年は黄緑色
のお揃いのＴシャツを新調し挑みました。｠
私は、じゃんけんリレーで何回やっても勝
てませんでした。夢中で続けようやく勝ち
バトンを繋げた私。恥ずかしいやら、頭
真っ白で戻ってきた私に、皆から「大丈夫
や、ハイタッチや、お疲れ様」、「楽しめまし

　「２A一味同心」のスローガンのもと気持
ちは青春真っ只中の僕も私も経験とセン
スで走って投げて出し尽くしました。順位
は関係ない。皆の楽しそうな笑いと時折
見せるカッコ良さはだれしも学園No.1。
終了後には打ち上げランチを仲良くいた
だき満喫した一日となりました。運動会の
開催を感謝いたします。

研修2年　小林　栄

　我が3Aは話合いにより統一のカラーT
シャツの着用は自由とした。手製の横断幕
におもいやり、みんな仲よくを大書し体育
館内に掲示。3Aのシール付鉢巻をきりりと
しめた26名全員が笑顔で元気に競技に参
加。結果は11位。

３A　阿部 信幸

　若者の濃紺シャツ４C。３ゲーム３位が、宝
探しで７位へ。宝は無かったの？
　そこへ神様がささやく。
『これで良いのだ４C、友人・家庭・人生の宝
は、もう一杯だから』

4C　羽賀 慎二

　高齢者の大学とはいえ一年生は一年生。
ピッカピカの一年生の緊張と不安感、納得。
応援への熱意と取り組み方は半端でなく歌
を作り声張り上げペットボトルをシャカシャ
カ振って競技者を声援。楽しんだ運動会、
終了。

1C　遠藤 雍子

　初めての運動会。まだ顔も名前もよく覚
えていないクラスメイトと「参加することに
意義があり」の精神で臨みました。結果は８
位でした。｠
　順位を意識してがむしゃらに参加した人
はいなかったと思いまが、今思い返せばク
ラスメイト全員、真剣に一生懸命、競技に取
り組んでいた姿が目に浮かんできます。来
年は顔も名前も覚え運動会を楽しみたいと
思います。

1A　佐藤 禎信

　私たち４Aは24名しかいない。しかも、3
名が欠席、1名が途中退席。だから、ほぼ全
員が、老体に鞭打って４種目フル出場。
　１番目の大玉転がしは第１位。２番目の
ジャンケンリレーは第４位。３番目の玉入れ
は第２位と、総合３位入賞が見えてきたとこ
ろ、最後の宝拾いが６位。残念！
　結局、総合第５位となった。しかし、人数
が少ない中での一人一人の頑張りは、誰が
なんと言っても優勝だ。

4A　渡邉 克行

　運動会行事は、半世紀ぶりに参加。あさ
かの学園１B全員の思いは「良くやった！楽し
かった！」だと確信しています。
１.事前準備としてアンケートを実施し、応援
垂れ幕、応援方法の段取りや道具準備を
行い、応援に熱が入った。

２.有志の方の手作り紅白玉を使用して予行
練習を実施した。
　入学してまだ三ヶ月、仲間の顔と名前が一
致していない中、心地よい汗を流し力強い
応援、満足の笑顔。本当に良い一日でした。

１B　藤田 昌宏

　私は、昨年は健康づくり実行委員、今年
はクラスの副委員長で審判係を務めました。
そこで、来年度に向けた要望ですが、
・更に親睦を高めるため、途中昼食を入れる。
（お弁当は持参してクラス毎に食べる）
・競技方法の改善…例えばある2種目（現状
では大玉転がしと紅白玉入れ）は予選、決勝
戦方式（予選で上位3チームが決勝）にする。
・チームとしての戦略性（選手配置等）を求
め、例えば大玉転がしのアンカーは、距離を
長くする。以上です。

2C　渡邉 章太郎

　私達、３Ｃは、入学後２回目の運動会です。｠
昨年は成績が奮わず、今年は黄緑色のお揃
いのＴシャツを新調し挑みました。｠
私は、じゃんけんリレーで何回やっても勝て
ませんでした。夢中で続けようやく勝ちバト
ンを繋げた私。恥ずかしいやら、頭真っ白で
戻ってきた私に、皆から「大丈夫や、ハイ
タッチや、お疲れ様」、「楽しめましたか」とそ
の一言で助けられました。クラス全員で運
動会に参加し、一人も怪我無く楽しむこと
ができました。結果だけでなく、大切な絆、
宝を得ることができクラスがひとつになり
ました。お疲れ様でした。｠

3C　鯨岡 愛子

　「２A一味同心」のスローガンのもと気持
ちは青春真っ只中の僕も私も経験とセンス
で走って投げて出し尽くしました。順位は関
係ない。皆の楽しそうな笑いと時折見せる
カッコ良さはだれしも学園No.1。
終了後には打ち上げランチを仲良くいただ
き満喫した一日となりました。運動会の開
催を感謝いたします。

２A　ヨーコ

★運動会★みんなの感想
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史
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六
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。
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よ
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よ
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。
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イ
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。
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６
月
の
休
日
、
久
し
ぶ
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た
。
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私
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）
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３
チ
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30
台
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ぞ

れ
個
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見
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目
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し
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ま
し

た
。

　
コ
ー
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郡
山
か
ら
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鳥
湖
に
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か
い
、

喜
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方
で
昼
食
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取
り
檜
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湖
一
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そ

し
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母
成
峠
を
攻
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梯
熱
海
で
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散

で
す
。
合
計
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２
０
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グ
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ラ
イ
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で
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た
。

　
当
日
は
朝
八
時
半
に
集
合
、
出
欠
確
認

後
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備
運
動
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説
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を
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体
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こ
の
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で
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双
光
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。
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績
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叙
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。

　
私
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。
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植
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植
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と
れ
た
て
の
野
菜
を
食

べ
る
の
は
と
て
も
お
い
し
い
も
の
で
す
。
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。
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知
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。
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。
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知
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感
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た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
当
学
園
に
お
世
話
に
な
り

３
年
目
を
迎
え
佳
境
に
入
っ
た
感
が
あ
り

ま
す
が
、
ク
ラ
ス
の
運
動
会
担
当
と
な
り

四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
楽
し
い
経
験
を
さ

せ
て
貰
い
ま
し
た
。

　
振
り
返
り
ま
す
と
、
自
分
で
は
何
に
も

出
来
な
か
っ
た
感
が
あ
り
、
そ
れ
を
カ
バ

ー
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
運
動
会
担
当
の

三
人
衆
の
Ｙ
Ｓ
、
Ｙ
Ｋ
さ
ん
一
班
全
員
そ

し
て
ク
ラ
ス
全
員
の
力
添
え
だ
と
実
感
し

て
お
り
、
そ
れ
が
大
き
な
成
果
で
あ
り
、

文
化
祭
に
も
繋
が
る
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。

　
継
続
は
力
な
り
、
の
言
葉
を
信
じ
自
己

研
鑽
に
努
め
学
園
活
動
を
通
し
て
の
自
分

作
り
に
邁
進
し
て
行
き
ま
す
。
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教
養
一
年  

郷
土
・
生
活
　
　

佐
藤 

喜
代
子

「
裏
磐
梯
ハ
イ
キ
ン
グ
」

教
養
一
年  

健
康
・
福
祉
　
　

佐
藤 

禎
信

バ
イ
ク
ツ
ー
リ
ン
グ

教
養
二
年  

健
康
・
福
祉
　
　

橋
本 

小
鈴

「
講
座
に
参
加
し
て
」

教
養
一
年  

芸
術
・
文
化
　
　

渡
邉 

タ
ツ
子

「
芸
術
・
文
化
」
に
憧
れ
て

教
養
二
年  

芸
術
・
文
化
　
　

佐
藤 

永
世

私
の
楽
し
み

教
養
二
年  

郷
土
・
生
活
　
　

大
河
原 

正
一

 
春
の
叙
勲
を
受
け
て

専
門
一
年  

健
康
・
福
祉
　
　

熊
倉 

　肇

ヤ
ン
グ
シ
ニ
ア
の
生
き
方

専
門
一
年  

健
康
・
福
祉
　
　

安
達 

茂
子

感
謝

　
快
晴
の
五
色
沼
を
健
脚
揃
い
の
メ
ン
バ

ー
に
附
い
て
歩
く
。
久
々
の
山
歩
き
は
木

の
根
っ
子
に
足
を
取
ら
れ
て
遅
れ
て
し
ま

う
。
声
を
掛
け
合
い
学
生
気
分
の
楽
し
い

お
喋
り
。

　
こ
の
年
で
素
敵
な
出
会
い
に
感
激
で
す
。

足
腰
を
鍛
え
よ
う
！

　
お
昼
は
高
原
ホ
テ
ル
。
雪
を
被
っ
た
飯

豊
山
を
望
ん
で
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
。
大
勢

の
先
輩
方
に
優
し
く
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

豪
華
弁
当
と
温
泉
と
賑
や
か
な
時
間
。

　
最
大
の
下
準
備
の
も
と
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
良
く
、
バ
ス
の
乗
り
合
い
ま
で
全
て
完

璧
!!

　
80
才
ま
で
Ｏ
Ｋ
と
い
う…

…

何
だ
ろ
う

―
―

―
―

こ
の
豊
か
さ
は
。
思
い
っ
き
り

自
然
の

中
最
高

の
ウ
ォ

ー
キ
ン

グ
ク
ラ

ブ
初
日
。

　
金
曜
日
は
　
私
の
わ
く
わ
く
タ
イ
ム
　

文
学
や
音
楽
、
民
俗
学
な
ど
毎
回
エ
キ
ス

パ
ー
ト
の
先
生
の
講
義
は
と
て
も
興
味
深

い
。
中
で
も
近
世
の
郡
山
史
の
講
義
は
戦

国
の
南
奥
羽
の
情
勢
や
各
藩
の
動
向
が
分

か
り
史
跡
巡
り
が
一
層
楽
し
く
な
っ
た
。

　
六
月
の
運
動
会
は
、「
ク
ラ
ス
対
抗
」
と

い
う
言
葉
に
燃
え
、
競
技
は
勿
論
、
声
を

合
わ
せ
て
の
全
力
応
援
に
「
青
春
ふ
た
た

び
」
の
フ
レ
ー
ズ
が
浮
か
ん
で
き
た
。
結

果
は
九
位
（
で
も
応
援
は
一
位
か
な
）
閉

会
式
後
に
撮

っ
た
一
枚
は
、

笑
顔
満
開
の

素
敵
な
ク
ラ

ス
集
合
写
真

に
な
っ
た
。

　
芸
術
・
文

化
こ
れ
か
ら

の
学
び
や
出

会
い
が
楽
し

み
で
私
の
わ

く
わ
く
は
継

続
中
。

　
６
月
13
日
「
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

講
座
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
20
名
の
参
加

者
で
講
師
に
一
人
一
人
カ
ラ
ー
診
断
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
同
じ
色
の
布
を
当
て

て
も
、
顔
色
が
華
や
か
に
な
る
人
、
逆
に

顔
色
が
悪
く
な
る
人
と
全
く
違
っ
て
見
え

る
か
ら
不
思
議
。
自
分
が
診
断
し
て
も
ら

っ
て
い
る
よ
り
、
他
の
人
を
見
て
い
る
方

が
よ
り
わ
か
り
や
す
く
、
ず
っ
と
見
て
い

て
も
飽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
私
の
診
断
は
、
イ
エ
ロ
ー
ベ
ー
ス
で
パ

ス
テ
ル
カ
ラ
ー
が
似
合
う
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
で
も
、
私
は
カ
ラ
ー
よ
り
サ
イ
ズ
に

問
題
が
有
り
、
探
す
の
も
大
変
で
す
。

　
似
合
う
色
で
お
し
ゃ
れ
を
楽
し
み
た
い

で
す
。

日
々
の
暮
ら
し
で
の
発
見
や
感
じ
て
い
る
こ
と

み
ん
な
の
広
場

　
６
月
の
休
日
、
久
し
ぶ
り
に
ツ
ー
リ
ン

グ
に
行
き
ま
し
た
。
ハ
ー
レ
ー
、
大
型
、

中
型
・
小
型
（
私
の
バ
イ
ク
は
中
型
の
ビ

ッ
グ
ス
ク
ー
タ
ー
で
す
）
の
３
チ
ー
ム
に

わ
か
れ
、
約
30
台
の
バ
イ
ク
は
、
そ
れ
ぞ

れ
個
性
が
あ
り
見
た
目
で
も
楽
し
め
ま
し

た
。

　
コ
ー
ス
は
郡
山
か
ら
羽
鳥
湖
に
向
か
い
、

喜
多
方
で
昼
食
を
取
り
檜
原
湖
一
周
、
そ

し
て
母
成
峠
を
攻
め
て
磐
梯
熱
海
で
解
散

で
す
。
合
計
２
２
０
㎞
の
ロ
ン
グ
ド
ラ
イ

ブ
で
し
た
。

　
当
日
は
朝
八
時
半
に
集
合
、
出
欠
確
認

後
準
備
運
動
、
コ
ー
ス

説
明
、
安
全
運
転
の
確

認
を
し
て
出
発
。
新
緑

が
目
に
優
し
く

心
も
癒
し
て
く

れ
、
自
然
を
体

全
体
で
味
わ
う

こ
と
が
で
き
た

一
日
で
し
た
。

　
こ
の
度
、
は
か
ら
ず
も
不
肖
私
が
春
の

叙
勲
で
旭
日
双
光
章
の
栄
に
浴
す
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
身
に
余
る
栄
誉
に
て
家
族

共
々
深
く
感
激
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
十
六
年
に
亘
り
福
島
県
浄
化
槽
協

会
の
会
長
と
し
て
、
浄
化
槽
に
依
る
県
内

の
水
環
境
の
改
善
に
尽
力
し
て
参
り
ま
し

た
。
そ
の
功
績
に
よ
り
今
回
の
叙
勲
に
つ

な
が
っ
た
の
か
な
、
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。

　
私
は
生
来
の
不
器
用
者
で
し
て
、
一
度

目
標
を
定
め
る
と
、
よ
そ
見
を
し
な
い
で

真
っ
直
ぐ
に
目
標
に
向
か
う
と
い
う
性
格

で
し
て
、
今
後
も
こ
の
栄
誉
に
恥
じ
な
い

様
、
細
や
か
な
り
と
も
ご
厚
恩
に
報
い
県

内
の
水
環
境
の
改
善
に
尽
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
私
の
楽
し
み
は
、
せ
ま
い
わ
が
家
の
小

さ
な
庭
に
野
菜
や
花
を
植
え
育
て
る
こ
と

で
す
。
野
菜
の
た
め
に
秋
の
う
ち
に
土
に

肥
料
を
混
ぜ
耕
し
う
ね
を
作
っ
て
お
き
、

五
月
の
連
休
ご
ろ
に
ナ
ス
・
ト
マ
ト
・
パ

プ
リ
カ
な
ど
の
苗
を
植
え
、
水
を
や
り
雑

草
を
抜
く
な
ど
手
入
れ
を
し
な
が
ら
早
く

大
き
く
な
〜
れ
と
毎
日
眺
め
る
の
が
と
て

も
楽
し
く
、
夏
に
と
れ
た
て
の
野
菜
を
食

べ
る
の
は
と
て
も
お
い
し
い
も
の
で
す
。

　
今
年
は
ユ
リ
の
球
根
を
２
種
類
植
え
た

ら
見
事
に
咲
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　
朝
夕
は
、
水
や
り
を
し
な
が
ら
眺
め
て

い
る
と
心
の
底
か
ら
癒
さ
れ
ま
す
。
パ
プ

リ
カ
・
キ
ュ
ウ
リ
・
ダ
イ
コ
ン
に
か
ん
た

ん
酢
を
混
ぜ
て
食
べ
る
の
が
大
好
き
で
す
。

　
レ
ア
な
形
で
ジ
ム
通
い
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　
知
ら
な
い
人
、
触
っ
た
こ
と
も
な
い
マ

シ
ー
ン
。
ど
う
し
て
こ
こ
に
居
る
ん
だ
ろ

う
と
思
う
事
も…

…

や
が
て
顔
見
知
り
が

で
き
、
挨
拶
以
上
の
会
話
も
あ
る
よ
う
に

な
り
、
出
か
け
る
場
所
の
あ
る
喜
び
へ
と

変
わ
り
ま
し
た
。

　
多
様
な
趣
味
の
あ
る
方
々
の
会
話
は
実

に
楽
し
い
。
ひ
ょ
う
た
ん
ラ
ン
プ
・
笑
福

ハ
ガ
キ
と
も
出
会
い
、
難
し
い
け
ど
面
白

い
、
難
し
い
け
ど
き
れ
い
で
す
。

　
あ
さ
か
の
学
園
も
ジ
ム
で
知
り
ま
し
た
。

入
学
式
が
あ
り
、
出
席
率
と
か
有
り
、
ま

さ
か
代
筆
・
代
弁
も
？
何
か
が
始
ま
る
気

配
を
感
じ
た
も
の
で
す
。
活
動
は
生
活
の

幅
を
広
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
心
地
よ
く
て
、

積
極
的
に
好
奇
心
を
持
っ
て
参
加
し
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
当
学
園
に
お
世
話
に
な
り

３
年
目
を
迎
え
佳
境
に
入
っ
た
感
が
あ
り

ま
す
が
、
ク
ラ
ス
の
運
動
会
担
当
と
な
り

四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
楽
し
い
経
験
を
さ

せ
て
貰
い
ま
し
た
。

　
振
り
返
り
ま
す
と
、
自
分
で
は
何
に
も

出
来
な
か
っ
た
感
が
あ
り
、
そ
れ
を
カ
バ

ー
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
運
動
会
担
当
の

三
人
衆
の
Ｙ
Ｓ
、
Ｙ
Ｋ
さ
ん
一
班
全
員
そ

し
て
ク
ラ
ス
全
員
の
力
添
え
だ
と
実
感
し

て
お
り
、
そ
れ
が
大
き
な
成
果
で
あ
り
、

文
化
祭
に
も
繋
が
る
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。

　
継
続
は
力
な
り
、
の
言
葉
を
信
じ
自
己

研
鑽
に
努
め
学
園
活
動
を
通
し
て
の
自
分

作
り
に
邁
進
し
て
行
き
ま
す
。
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専
門
一
年  

郷
土
・
生
活
　
　

笠
間 

利
美

旅
で
得
た
社
会
の
変
化

専
門
一
年  

郷
土
・
生
活
　
　

折
笠 

吉
信

「
授
業
と
ク
ラ
ブ
」

専
門
一
年  

芸
術
・
文
化
　
　

朝
倉 

眞
知
子

「
ふ
た
た
び
の
茶
道
」

専
門
一
年  

芸
術
・
文
化
　
　

小
宅 

光
雄

「
歳
の
せ
い
」を
受
け
止
め
る

専
門
二
年  

郷
土
・
生
活
　
　

小
原 

直
孝

「
来
し
方
・
行
く
末
」

研
修
一
年　
星

　 洋
子

運
動
会

専
門
二
年  

芸
術
・
文
化
　
　

坂
内 

二
美
子

中
学
の
下
駄
箱
の
思
い
出

専
門
二
年  

健
康
・
福
祉
　
　

関
根 

文
子

「
よ
う
頑
張
っ
た
４
Ａ
」

　
知
人
に
勧
め
ら
れ
入
学
し
て
早
三
年
、

コ
ロ
ナ
禍
で
ほ
と
ん
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
に
な
り
、
三
年
目
に
入
っ
て
よ
う
や
く

コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
き
、
マ
ス
ク
も
取
れ
て

皆
さ
ん
の
笑
顔
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
難

し
い
授
業
、
笑
い
あ
り
の
授
業
、
趣
味
と

関
連
し
た
授
業
と
色
々
あ
り
、
今
度
は
ど

ん
な
先
生
で
ど
ん
な
授
業
に
な
る
の
か
何

時
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
三
年
に
な
る
と
、
臨
地
・
現
地
学
習
が

多
く
、
教
室
を
出
て
の
学
習
は
童
心
に
帰

っ
た
よ
う
で
楽
し
み
で
す
。
ク
ラ
ブ
は
旅

行
ク
ラ
ブ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
登
山
ク
ラ

ブ
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
と
三
つ
の
ク
ラ
ブ
に

入
り
、
趣
味
が
同
じ
方
と
の
出
会
い
を
大

切
に
し
、
今
ま
で
以
上
に
体
力
を
付
け
て

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
挑
戦
す
る
の

に
年
齢
は
関
係

あ
り
ま
せ
ん
。

ロ
ー
ド
バ
イ
ク

で
毎
月
百
二
十

キ
ロ
程
度
、
霞

ケ
浦
な
ど
を
走

っ
た
り
し
て
い

ま
す
。

　
中
学
校
か
ら
の
友
人
四
名
と
旅
行
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。

 

ホ
テ
ル
の
受
付
で
部
屋
の
キ
ー
カ
ー
ド

を
渡
さ
れ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
た
の
で

す
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
動
か
な
い
の
で

す
。
な
ん
と
、
キ
ー
カ
ー
ド
を
翳
さ
な
け

れ
ば
動
か
な
い
シ
ス
テ
ム
で
全
員
「
知
ら

な
か
っ
た
」
の
一
言
、
今
度
は
、
居
酒
屋

に
入
っ
た
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
紙
を
渡
さ
れ

「
注
文
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
サ
イ
ト
か
ら
」

と
の
こ
と
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
で
読

み
取
り
、
よ
う
や
く
注
文
し
ま
し
た
。

 

キ
ー
カ
ー
ド
、
ス
マ
ホ
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
ん
で
の
飲
食
等
の
社
会
変
化
を

身
に
染
み
て
勉
強
し
た
旅
で
し
た
。

　
私
は
、
二
十
代
の
頃
に
茶
道
の
「
表
千

家
」
に
入
門
し
て
、「
青
真
」
と
言
う
お

名
前
を
戴
い
た
の
で
す
が
、
辞
め
て
し
ま

い
そ
れ
か
ら
長
い
長
い
時
間
が
経
ち
ま
し

た
。

　
そ
の
間
も
朝
の
一
服
の
お
抹
茶
は
、
欠

か
す
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

ず
っ
と
何
か
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い

た
ら
、
思
い
が
け
ず
ご
縁
が
有
っ
て
、
今

年
の
四
月
か
ら
ふ
た
た
び
茶
道
を
始
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
茶
道
に
限
ら
ず
、
日
本
の
伝
統
文
化
に

心
魅
か
れ
ま
す
。
歌
舞
伎
や
能
な
ど
の
鑑

賞
が
大
好
き
で
美
し
い
舞
台
に
う
っ
と
り

…
…

。

　
こ
れ
か
ら
も
亡
き
母
が
残
し
て
く
れ
た

着
物
を
活
か
し
な
が
ら
、
ま
た
、
日
本
の

四
季
を
楽
し
み
な
が
ら
、
過
ご
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
先
日
、
定
期
健
診
で
眼
科
に
行
っ
た
。

隣
に
居
合
わ
せ
た
白
髪
の
男
性
は
、
九
十

五
歳
だ
と
い
う
。
看
護
師
と
の
や
り
取
り

も
的
確
で
、
全
く
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
。

私
は
昨
年
、
網
膜
に
穴
が
開
き
手
術
を
受

け
た
た
め
、
経
過
観
察
で
眼
科
に
行
っ
て

い
る
。
原
因
は
「
歳
の
せ
い
」
と
の
こ
と
。

　
古
希
を
過
ぎ
て
か
ら
、
硬
膜
下
血
腫
を

患
っ
た
り
、
一
昨
年
は
大
腸
が
ん
が
見
つ

か
り
、
手
術
を
受
け
た
。
内
科
医
の
娘
に

そ
の
都
度
相
談
し
て
い
る
が
、「
歳
の
せ

い
」
な
の
だ
か
ら
、
悪
い
と
こ
ろ
を
早
く

見
つ
け
て
、
治
す
こ
と
が
大
事
と
言
わ
れ

て
い
る
。「
歳
の
せ
い
」
な
ど
と
言
わ
れ

た
く
な
い
が
、
老
化
は
認
め
ざ
る
を
得
な

い
の
で
、「
歳
の
せ
い
」
は
素
直
に
受
け

止
め
る
こ
と
に
し
た
。

　
願
わ
く
は
二
十
年
後
、
眼
科
で
出
会
っ

た
男
性
の
よ
う
に
生
き
た
い
も
の
だ
。

　
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
、
あ
さ
か
の
学
園

で
一
番
生
徒
数
が
少
な
い
24
名
で
す
。

　
さ
あ
、
運
動
会
で
す
。
４
種
目
20
名
の

選
手
確
保
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
当
日
ど

う
し
て
も
都
合
の
悪
い
人
も
い
る
で
し
ょ

う
し
、
役
員
で
進
行
に
も
数
名
と
ら
れ
る

で
し
ょ
う
し…

…

。
こ
こ
で
み
ん
な
腹
を

く
く
り
ま
し
た
。
全
員
、
全
種
目
頑
張
ろ

う
と
。
そ
し
て
授
業
の
前
後
休
憩
時
間
に

み
ん
な
で
玉
入
れ
の
練
習
が
始
ま
り
ま
し

た
。
さ
あ
本
番
で
す
。
最
初
の
種
目
、
大

玉
こ
ろ
が
し
は
見
事
一
位
で
し
た
。
す
ご

〜
い
。
次
に
じ
ゃ
ん
け
ん
リ
レ
ー
は
４
位
、

そ
し
て
紅
白
お
手
玉
入
れ
の
終
了
時
総
合

で
２
位
で
し
た
。
最
後
の
宝
ひ
ろ
い
で
は

運
が
よ
け
れ
ば
優
勝
も
可
能
で
す
。
し
か

し
結
果
は
６
位
で
し
た
。
総
合
５
位
で
も

す
ご
〜
い
。
応

援
席
に
は
誰
一

人
い
な
い
の
に
。

と
て
も
楽
し
い

思
い
出
が
で
き

ま
し
た
。

　
４
Ａ
の
皆
さ

ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
年
の
せ
い
か
昔
を
思
い
出
す
。
戦
後
間

も
な
い
幼
稚
園
で
ジ
ュ
ー
ジ
と
よ
く
喧
嘩

し
た
。
両
者
鼻
血
で
日
米
対
決
痛
み
分
け
。

き
か
な
か
っ
た
が
家
で
は
母
の
膝
に
乗
り

お
っ
ぱ
い
を
し
ゃ
ぶ
っ
て
い
た
。
近
く
の

浜
辺
で
よ
く
遊
ん
だ
。
小
学
２
年
の
５
月

初
め
、
裸
で
海
に
飛
び
込
ん
だ
。
翌
日

「
早
く
も
海
水
浴
・
元
気
な
チ
ビ
ッ
コ

達
」
と
写
真
付
き
報
道
で
す
ぐ
に
バ
レ
た
。

小
中
校
後
輩
の
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
も
こ
の

海
に
近
か
っ
た
。
無
事
の
帰
国
を
願
っ
て

い
る
。
放
課
後
の
中
学
校
。
笑
い
す
ぎ
て

失
神
し
転
倒
、
顔
面
強
打
で
10
日
間
の
休

み
に
。

　
地
球
は
固
か
っ
た
。

　
大
学
４
年
２
泊
３
日
の
ス
キ
ー
旅
。
右

足
骨
折
で
麓
の
蔵
王
温
泉
診
療
所
で
２
泊

し
松
葉
杖
で
下
宿
に
帰
る
。
社
会
に
出
て

も
ま
だ
ま
だ
続
く
。
バ
レ
ー
、
テ
ニ
ス
で

左
右
ア
キ
レ
ス
腱
断
裂
。
母
に
は
、
多
く

の
心
配
を
か
け
た
。
そ
の
母
も
亡
く
な
っ

て
久
し
い
。

　
今
私
は
、
み
ん
な
の
力
を
借
り
な
が
ら

楽
し
い
学
園
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
も
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
と
鈍
行
列
車

の
旅
を
続
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
は
、
甘
酸
っ
ぱ
い
思
い
出
で
は
な

く
、
し
ょ
っ
ぱ
い
思
い
出
で
す
。

　
私
は
、
た
ま
に
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な

へ
ま
を
し
た
。
お
風
呂
に
服
を
着
た
ま
ま

入
っ
た
り
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
わ
ず
登

校
し
た
り
。
極
め
付
け
は
、
ズ
ッ
ク
と
長

靴
を
片
方
ず
つ
履
い
て
下
駄
箱
に
揃
え
て

入
れ
て
、
下
校
時
に
ズ
ッ
ク
が
片
方
無
い

と
周
り
を
巻
き
込
み
、
長
靴
が
自
分
の
だ

と
気
付
い
て
か
ら
は
、
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー

宜
し
く
高
速
回
転
で
足
下
が
見
え
な
い
よ

う
帰
っ
た
の
で
す
。

 

ど
う
し
て
下
駄
箱
に
入
れ
る
時
気
付
か

な
か
っ
た
の
か
不
思
議
で
す
。
変
な
事
っ

て
覚
え
て
い
る
も
の
で
す
ね
。

　
令
和
５
年
度
、
あ
さ
か
の
学
園
運
動
会

が
、
６
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
学
ま
も
な
い
一
年
生
各
学
科
が
、
お

そ
ろ
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
参
加
し
、
チ
ー
ム

力
は
す
ご
い
。
実
行
委
員
よ
り
「
ケ
ガ
な

し
、
ズ
ル
な
し
、
文
句
な
し
」
で
始
ま
り
、

「
大
玉
こ
ろ
が
し
・
ジ
ャ
ン
ケ
ン
リ
レ

ー
・
紅
白
た
ま
入
れ
・
宝
ひ
ろ
い
」
の
４

種
目
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
声
は
出
せ
な

い
け
ど
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
利
用
し
て
の
、

応
援
。
最
後
は
、
宝
ひ
ろ
い
で
点
数
カ
ー

ド
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
順
位
が
逆
転
し

ま
す
。
僅
差
で
あ
っ
た
。
今
年
は
優
勝
が

２
学
科
で
一
つ
の
優
勝
杯
を
仲
よ
く
受
け

ま
し
た
。
一
緒
に
笑
顔
で
応
援
楽
し
か
っ

た
。

　
コ
ロ
ナ
が
５

類
に
移
行
し
、

活
動
も
増
え
て

く
る
と
思
い
ま

す
。
自
分
の
健

康
は
自
分
で
守

り
な
が
ら
、
学

園
生
活
を
送
り

た
い
と
思
い
ま

す
。
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専
門
一
年  

郷
土
・
生
活
　
　

笠
間 

利
美

旅
で
得
た
社
会
の
変
化

専
門
一
年  

郷
土
・
生
活
　
　

折
笠 

吉
信

「
授
業
と
ク
ラ
ブ
」

専
門
一
年  

芸
術
・
文
化
　
　

朝
倉 

眞
知
子

「
ふ
た
た
び
の
茶
道
」

専
門
一
年  

芸
術
・
文
化
　
　

小
宅 

光
雄

「
歳
の
せ
い
」を
受
け
止
め
る

専
門
二
年  

郷
土
・
生
活
　
　

小
原 

直
孝

「
来
し
方
・
行
く
末
」

研
修
一
年　
星

　 洋
子

運
動
会

専
門
二
年  

芸
術
・
文
化
　
　

坂
内 

二
美
子

中
学
の
下
駄
箱
の
思
い
出

専
門
二
年  

健
康
・
福
祉
　
　

関
根 

文
子

「
よ
う
頑
張
っ
た
４
Ａ
」

　
知
人
に
勧
め
ら
れ
入
学
し
て
早
三
年
、

コ
ロ
ナ
禍
で
ほ
と
ん
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
に
な
り
、
三
年
目
に
入
っ
て
よ
う
や
く

コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
き
、
マ
ス
ク
も
取
れ
て

皆
さ
ん
の
笑
顔
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
難

し
い
授
業
、
笑
い
あ
り
の
授
業
、
趣
味
と

関
連
し
た
授
業
と
色
々
あ
り
、
今
度
は
ど

ん
な
先
生
で
ど
ん
な
授
業
に
な
る
の
か
何

時
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
三
年
に
な
る
と
、
臨
地
・
現
地
学
習
が

多
く
、
教
室
を
出
て
の
学
習
は
童
心
に
帰

っ
た
よ
う
で
楽
し
み
で
す
。
ク
ラ
ブ
は
旅

行
ク
ラ
ブ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
登
山
ク
ラ

ブ
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
と
三
つ
の
ク
ラ
ブ
に

入
り
、
趣
味
が
同
じ
方
と
の
出
会
い
を
大

切
に
し
、
今
ま
で
以
上
に
体
力
を
付
け
て

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
挑
戦
す
る
の

に
年
齢
は
関
係

あ
り
ま
せ
ん
。

ロ
ー
ド
バ
イ
ク

で
毎
月
百
二
十

キ
ロ
程
度
、
霞

ケ
浦
な
ど
を
走

っ
た
り
し
て
い

ま
す
。

　
中
学
校
か
ら
の
友
人
四
名
と
旅
行
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。

 

ホ
テ
ル
の
受
付
で
部
屋
の
キ
ー
カ
ー
ド

を
渡
さ
れ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
た
の
で

す
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
動
か
な
い
の
で

す
。
な
ん
と
、
キ
ー
カ
ー
ド
を
翳
さ
な
け

れ
ば
動
か
な
い
シ
ス
テ
ム
で
全
員
「
知
ら

な
か
っ
た
」
の
一
言
、
今
度
は
、
居
酒
屋

に
入
っ
た
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
紙
を
渡
さ
れ

「
注
文
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
サ
イ
ト
か
ら
」

と
の
こ
と
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
で
読

み
取
り
、
よ
う
や
く
注
文
し
ま
し
た
。

 

キ
ー
カ
ー
ド
、
ス
マ
ホ
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
ん
で
の
飲
食
等
の
社
会
変
化
を

身
に
染
み
て
勉
強
し
た
旅
で
し
た
。

　
私
は
、
二
十
代
の
頃
に
茶
道
の
「
表
千

家
」
に
入
門
し
て
、「
青
真
」
と
言
う
お

名
前
を
戴
い
た
の
で
す
が
、
辞
め
て
し
ま

い
そ
れ
か
ら
長
い
長
い
時
間
が
経
ち
ま
し

た
。

　
そ
の
間
も
朝
の
一
服
の
お
抹
茶
は
、
欠

か
す
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

ず
っ
と
何
か
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い

た
ら
、
思
い
が
け
ず
ご
縁
が
有
っ
て
、
今

年
の
四
月
か
ら
ふ
た
た
び
茶
道
を
始
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
茶
道
に
限
ら
ず
、
日
本
の
伝
統
文
化
に

心
魅
か
れ
ま
す
。
歌
舞
伎
や
能
な
ど
の
鑑

賞
が
大
好
き
で
美
し
い
舞
台
に
う
っ
と
り

…
…

。

　
こ
れ
か
ら
も
亡
き
母
が
残
し
て
く
れ
た

着
物
を
活
か
し
な
が
ら
、
ま
た
、
日
本
の

四
季
を
楽
し
み
な
が
ら
、
過
ご
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
先
日
、
定
期
健
診
で
眼
科
に
行
っ
た
。

隣
に
居
合
わ
せ
た
白
髪
の
男
性
は
、
九
十

五
歳
だ
と
い
う
。
看
護
師
と
の
や
り
取
り

も
的
確
で
、
全
く
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
。

私
は
昨
年
、
網
膜
に
穴
が
開
き
手
術
を
受

け
た
た
め
、
経
過
観
察
で
眼
科
に
行
っ
て

い
る
。
原
因
は
「
歳
の
せ
い
」
と
の
こ
と
。

　
古
希
を
過
ぎ
て
か
ら
、
硬
膜
下
血
腫
を

患
っ
た
り
、
一
昨
年
は
大
腸
が
ん
が
見
つ

か
り
、
手
術
を
受
け
た
。
内
科
医
の
娘
に

そ
の
都
度
相
談
し
て
い
る
が
、「
歳
の
せ

い
」
な
の
だ
か
ら
、
悪
い
と
こ
ろ
を
早
く

見
つ
け
て
、
治
す
こ
と
が
大
事
と
言
わ
れ

て
い
る
。「
歳
の
せ
い
」
な
ど
と
言
わ
れ

た
く
な
い
が
、
老
化
は
認
め
ざ
る
を
得
な

い
の
で
、「
歳
の
せ
い
」
は
素
直
に
受
け

止
め
る
こ
と
に
し
た
。

　
願
わ
く
は
二
十
年
後
、
眼
科
で
出
会
っ

た
男
性
の
よ
う
に
生
き
た
い
も
の
だ
。

　
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
、
あ
さ
か
の
学
園

で
一
番
生
徒
数
が
少
な
い
24
名
で
す
。

　
さ
あ
、
運
動
会
で
す
。
４
種
目
20
名
の

選
手
確
保
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
当
日
ど

う
し
て
も
都
合
の
悪
い
人
も
い
る
で
し
ょ

う
し
、
役
員
で
進
行
に
も
数
名
と
ら
れ
る

で
し
ょ
う
し…

…

。
こ
こ
で
み
ん
な
腹
を

く
く
り
ま
し
た
。
全
員
、
全
種
目
頑
張
ろ

う
と
。
そ
し
て
授
業
の
前
後
休
憩
時
間
に

み
ん
な
で
玉
入
れ
の
練
習
が
始
ま
り
ま
し

た
。
さ
あ
本
番
で
す
。
最
初
の
種
目
、
大

玉
こ
ろ
が
し
は
見
事
一
位
で
し
た
。
す
ご

〜
い
。
次
に
じ
ゃ
ん
け
ん
リ
レ
ー
は
４
位
、

そ
し
て
紅
白
お
手
玉
入
れ
の
終
了
時
総
合

で
２
位
で
し
た
。
最
後
の
宝
ひ
ろ
い
で
は

運
が
よ
け
れ
ば
優
勝
も
可
能
で
す
。
し
か

し
結
果
は
６
位
で
し
た
。
総
合
５
位
で
も

す
ご
〜
い
。
応

援
席
に
は
誰
一

人
い
な
い
の
に
。

と
て
も
楽
し
い

思
い
出
が
で
き

ま
し
た
。

　
４
Ａ
の
皆
さ

ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
年
の
せ
い
か
昔
を
思
い
出
す
。
戦
後
間

も
な
い
幼
稚
園
で
ジ
ュ
ー
ジ
と
よ
く
喧
嘩

し
た
。
両
者
鼻
血
で
日
米
対
決
痛
み
分
け
。

き
か
な
か
っ
た
が
家
で
は
母
の
膝
に
乗
り

お
っ
ぱ
い
を
し
ゃ
ぶ
っ
て
い
た
。
近
く
の

浜
辺
で
よ
く
遊
ん
だ
。
小
学
２
年
の
５
月

初
め
、
裸
で
海
に
飛
び
込
ん
だ
。
翌
日

「
早
く
も
海
水
浴
・
元
気
な
チ
ビ
ッ
コ

達
」
と
写
真
付
き
報
道
で
す
ぐ
に
バ
レ
た
。

小
中
校
後
輩
の
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
も
こ
の

海
に
近
か
っ
た
。
無
事
の
帰
国
を
願
っ
て

い
る
。
放
課
後
の
中
学
校
。
笑
い
す
ぎ
て

失
神
し
転
倒
、
顔
面
強
打
で
10
日
間
の
休

み
に
。

　
地
球
は
固
か
っ
た
。

　
大
学
４
年
２
泊
３
日
の
ス
キ
ー
旅
。
右

足
骨
折
で
麓
の
蔵
王
温
泉
診
療
所
で
２
泊

し
松
葉
杖
で
下
宿
に
帰
る
。
社
会
に
出
て

も
ま
だ
ま
だ
続
く
。
バ
レ
ー
、
テ
ニ
ス
で

左
右
ア
キ
レ
ス
腱
断
裂
。
母
に
は
、
多
く

の
心
配
を
か
け
た
。
そ
の
母
も
亡
く
な
っ

て
久
し
い
。

　
今
私
は
、
み
ん
な
の
力
を
借
り
な
が
ら

楽
し
い
学
園
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
も
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
と
鈍
行
列
車

の
旅
を
続
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
は
、
甘
酸
っ
ぱ
い
思
い
出
で
は
な

く
、
し
ょ
っ
ぱ
い
思
い
出
で
す
。

　
私
は
、
た
ま
に
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な

へ
ま
を
し
た
。
お
風
呂
に
服
を
着
た
ま
ま

入
っ
た
り
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
わ
ず
登

校
し
た
り
。
極
め
付
け
は
、
ズ
ッ
ク
と
長

靴
を
片
方
ず
つ
履
い
て
下
駄
箱
に
揃
え
て

入
れ
て
、
下
校
時
に
ズ
ッ
ク
が
片
方
無
い

と
周
り
を
巻
き
込
み
、
長
靴
が
自
分
の
だ

と
気
付
い
て
か
ら
は
、
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー

宜
し
く
高
速
回
転
で
足
下
が
見
え
な
い
よ

う
帰
っ
た
の
で
す
。

 

ど
う
し
て
下
駄
箱
に
入
れ
る
時
気
付
か

な
か
っ
た
の
か
不
思
議
で
す
。
変
な
事
っ

て
覚
え
て
い
る
も
の
で
す
ね
。

　
令
和
５
年
度
、
あ
さ
か
の
学
園
運
動
会

が
、
６
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
学
ま
も
な
い
一
年
生
各
学
科
が
、
お

そ
ろ
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
参
加
し
、
チ
ー
ム

力
は
す
ご
い
。
実
行
委
員
よ
り
「
ケ
ガ
な

し
、
ズ
ル
な
し
、
文
句
な
し
」
で
始
ま
り
、

「
大
玉
こ
ろ
が
し
・
ジ
ャ
ン
ケ
ン
リ
レ

ー
・
紅
白
た
ま
入
れ
・
宝
ひ
ろ
い
」
の
４

種
目
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
声
は
出
せ
な

い
け
ど
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
利
用
し
て
の
、

応
援
。
最
後
は
、
宝
ひ
ろ
い
で
点
数
カ
ー

ド
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
順
位
が
逆
転
し

ま
す
。
僅
差
で
あ
っ
た
。
今
年
は
優
勝
が

２
学
科
で
一
つ
の
優
勝
杯
を
仲
よ
く
受
け

ま
し
た
。
一
緒
に
笑
顔
で
応
援
楽
し
か
っ

た
。

　
コ
ロ
ナ
が
５

類
に
移
行
し
、

活
動
も
増
え
て

く
る
と
思
い
ま

す
。
自
分
の
健

康
は
自
分
で
守

り
な
が
ら
、
学

園
生
活
を
送
り

た
い
と
思
い
ま

す
。
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研
修
二
年　
鈴
木 

嘉
子

梅
干
し
の
節

研
修
一
年　
安
齋 

千
衣
子

サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
と

山
形
市
内
巡
り

　
今
年
は
桜
の
開
花
が
早
く
、
サ
ク
ラ
ン

ボ
狩
り
も
早
ま
り
６
月
中
旬
に
車
５
台
19

名
の
参
加
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
天
気
に

恵
ま
れ
、
甘
く
て
真
っ
赤
な
大
き
い
サ
ク

ラ
ン
ボ
を
思
う
存
分
食
べ
大
満
足
！

　
そ
れ
か
ら
、
市
内
の
国
指
定
重
要
文
化

財
「
文
翔
館
」
大
正
５
年
に
建
て
ら
れ
た

英
国
近
世
復
興
様
式
の
レ
ン
ガ
造
り
で
県

庁
舎
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
建
物
を
見
学

し
ま
し
た
。
ま
た
、
街
の
中
に
は
レ
ト
ロ

な
お
店
に
沿
っ
て
石
積
み
水
路
が
あ
り
、

と
て
も
癒
さ
れ
ま
し
た
。
お
昼
は
老
舗
の

そ
ば
屋
で
舌
鼓
。
皆
と
和
気
あ
い
あ
い
、

楽
し
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
梅
雨
の
節
と
は
、
梅
の
実
が
熟
す
頃
に

降
る
雨
季
の
こ
と
で
、
ま
さ
に
梅
干
し
の

節
で
す
。
梅
干
し
は
誰
も
が
食
べ
た
こ
と

が
あ
る
日
本
の
伝
統
食
品
で
す
。
初
め
て

食
べ
た
時
は
酸
っ
ぱ
く
て
、
し
ょ
っ
ぱ
い

味
で
そ
れ
が
な
ん
と
ご
飯
に
ピ
ッ
タ
リ
、

お
弁
当
や
オ
ニ
ギ
リ
に
も
無
く
て
は
な
ら

な
い
食
品
で
す
。
そ
の
上
素
晴
ら
し
い
健

康
パ
ワ
ー
を
秘
め
て
い
ま
す
。

　
私
は
昔
か
ら
の
自
然
製
法
に
減
塩
で
漬

け
、
ザ
ル
に
並
べ
土
用
干
し
し
て
塩
揉
み

し
た
赤
紫
蘇
を
加
え
、
真
赤
な
梅
干
し
を

長
年
造
り
続
け
て
い
ま
す
が
、
油
断
す
る

と
カ
ビ
が
生
え
、
漬
け
上
る
ま
で
絶
え
ず

気
配
り
が
必
要
で
す
。

　
今
年
も
梅
が
日
毎
赤
く
染
ま
り
紫
蘇
の

香
り
が
漂
い
安
堵
し
て
い
ま
す
。

臨

地

学

習

　
令
和
５
年
６
月
１
日
㈭
、「
天
体
を
学

ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
臨
地
学
習
が
行
わ
れ
た
。

何
十
年
か
振
り
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に
わ

く
わ
く
し
、
初
め
て
ふ
れ
あ
い
科
学
館
に

入
っ
た
。

　
地
球
・
月
・
太
陽
・
そ
し
て
オ
ー
ロ
ラ

の
成
り
立
ち
、
星
座
の
見
分
け
方
な
ど
ロ

マ
ン
溢
れ
、
壮
大
な
宇
宙
の
歴
史
に
圧
倒

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
展
示
ブ
ー
ス
の
「
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ

船
長
」
の
足
跡
の
模
型
に
、
五
十
二
年
前

の
夏
休
み
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
な
が
ら

つ
か
の
間
の

宇
宙
散
歩
を

終
了
し
た
。

そ
し
て
、
秘

か
に
決
意
し

た
。

　
オ
ー
ロ
ラ

を
見
に
行
く

ぞ
と
。

　
ピ
カ
ソ
の
小
さ
い
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

二
つ
。
ピ
カ
ソ
曰
く
「
ぼ
く
は
、
子
供
ら

し
い
絵
を
描
い
た
こ
と
が
な
い
」

　
ピ
カ
ソ
の
父
曰
く
「
こ
い
つ
（
ピ
カ

ソ
）
を
伸
ば
す
た
め
に
俺
は
生
ま
れ
て
き

た
」
教
え
ら
れ
な
く
と
も
、
で
き
る
の
が

天
才
な
の
だ
。

　
ピ
カ
ソ
が
写
実
的
絵
画
か
ら
、「
キ
ュ

ビ
ズ
ム
（
立
体
的
描
写
）」
と
呼
ば
れ
る

絵
の
描
写
に
向
か
う
き
っ
か
け
は
、
セ
ザ

ン
ヌ
の
静
物
画
（
果
物
と
皿
）
の
、
多
視

点
か
ら
の
描
写
の
影
響
で
あ
る
。
そ
し
て

そ
の
作
品
が
、「
ア
ビ
ニ
ョ
ン
の
娘
」

　
そ
の
後
友
達
と
実
験
を
重
ね
る
う
ち
に
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
で

も
、
買
う
人
は
少
な
い
。
売
れ
な
い
。
生

活
で
き
な
い
。
売
れ
る
絵
を
描
く
た
め
に
、

恋
人
の
所
属
す
る
ロ
シ
ア
バ
レ
エ
団
の
絵

を
描
く
。
恋
人
曰
く
「
私
だ
と
分
か
る
顔

で
描
い
て
」

　
こ
の
絵
が
上
流
階
級
に
売
れ
大
儲
け
。

や
っ
と
財
を
成
し
、

自
分
の
描
き
た
い

絵
が
描
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の

後
の
活
躍
は…

…

省
略
。

　
前
夜
か
ら
午
前
中
ま
で
の
雨
で
、
足
元

が
悪
い
中
で
の
臨
地
学
習
は
、
６
月
９
日
、

生
江
所
長
、
宗
像
先
生
も
同
道
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
開
成
山
公
園
内
↓
中
條
政
恒
邸
跡
↓
開

成
山
大
神
宮
と
所
を
変
え
て
の
学
習
の
講

師
は
、
お
馴
染
み
の
日
塔
と
も
子
先
生
。

　
安
場
保
和
、
中
條
政
恒
、
阿
部
茂
兵
衛
、

立
岩
一
郎
、
久
米
正
雄
（
立
岩
の
孫
）
と

宮
本
百
合
子
（
中
條
の
孫
）。
秣
場
だ
っ

た
大
槻
原
の
開
拓
を
始
め
と
す
る
安
積
野

開
拓
諸
藩
。
安
積
野
を
県
内
屈
指
の
米
作

地
に
変
貌
さ
せ
た
安
積
疎
水
工
事
。
そ
れ

ら
に
繋
が
る
先
人
達
の
碑
。

　
折
し
も
、
地
震
被
害
で
閉
館
し
て
い
た

開
成
館
の
改

修
計
画
も
発

表
さ
れ
、
土

佐
か
ら
の
開

墾
入
植
者
を

祖
に
持
つ
筆

者
に
と
っ
て

も
、
感
慨
深

い
学
習
で
し

た
。

　
梅
雨
の
晴
れ
間
６
月
16
日
㈮
、
麓
山
公

園
と
歴
史
資
料
館
を
講
師
の
日
塔
と
も
子

先
生
と
共
に
散
策
探
訪
し
ま
し
た
。

　
厳
島
神
社
か
ら
始
ま
り
、
麓
山
の
滝

（
平
成
３
年
復
元
し
、
国
登
録
有
形
文
化

財
）
や
様
々
な
記
念
碑
が
あ
り
、
そ
の
一

つ
一
つ
を
そ
の
時
代
背
景
も
説
明
し
て
頂

き
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
は
普
段
麓
山
公
園
の
中
を
歩
い
て
い

ま
す
が
、
今
ま
で
こ
の
よ
う
な
歴
史
が
あ

る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
歴
史
資
料
館
に
は
、
発
掘
さ
れ
た
土
器

や
古
文
書
資
料
等
が
常
設
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
と
て
も
有
意
義
な
臨
地
学
習
で
し
た
。

「
臨
地
学
習
で
の
学
び
」

教
養
一
年  

郷
土
・
生
活  

古
川 

み
よ
子

郡
山
市
立
美
術
館
の

　
　

 

ピ
カ
ソ
を
鑑
賞
し
て

教
養
二
年
　郷
土
・
生
活
　平
田 

幸
一

麓
山
の
史
跡
を
訪
ね
て

専
門
一
年
　芸
術
・
文
化
　上
野 

妙
子

史
跡
を
訪
ね
て（
開
成
山
公
園
）

専
門
二
年
　芸
術
・
文
化
　宮
地 

勝
德

♪スマホのエトセトラ♪ 便利なQRコードの巻

QRコード（キューアールコード）は、あらゆるデータを扱
うことができる2次元のコードです。そこにWEBサイトの
リンク先が格納されているので、スマホのカメラで読み
込めば自動的に見たいWEBサイトを表示してくれます。

スマホをもっと活用したい方々のために、前回は
詐欺対策サイトをご紹介しました。今回は、QR
コードの使い方と市運営のサイトなどお役立ち
情報が満載のウェブサイトQRコードをご紹介！

① 「カメラ」または、QRコード読み込み専用の
　アプリをタップして起動する。 
②カメラをQRコードを映す時のように近づけると
　自動でQRコードが読み込まれる。
③読み取りできた場合、画面上部に
　「QRコード読み取り成功」と表示される。
④タップすると、QRコードに格納された
　サイトが表示される。
※スマホの機種によって操作は多少異なります。

QRコード ウェブサイト/説明

郡山市

郡山市運営のウェ
ブサイトの先頭ペー
ジ。あらゆる情報が
満載。

QRコード ウェブサイト/説明

健康メニュー、健康
コラム、休日、夜間診
療の病院一覧など。

音楽都市郡山なら
ではのイベント情報
や募集情報。音楽
施設の紹介。

郡山市内図書館の
蔵書検索、電子図
書館、映画会、催物
の案内など。

開催中の展示会の
内容、年間スケジュ
ールなど。

各公民館、図書館、
美術館などで実施
される生涯学習情
報を発信するLINE

心と体の
健康応援サイト

音楽都市こおりやま 郡山市図書館

郡山市美術館

郡山市
まなびLINE
お友達登録

QRコードの使い方
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年　
安
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サ
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狩
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と
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内
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年
は
桜
の
開
花
が
早
く
、
サ
ク
ラ
ン

ボ
狩
り
も
早
ま
り
６
月
中
旬
に
車
５
台
19

名
の
参
加
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
天
気
に

恵
ま
れ
、
甘
く
て
真
っ
赤
な
大
き
い
サ
ク

ラ
ン
ボ
を
思
う
存
分
食
べ
大
満
足
！
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ら
、
市
内
の
国
指
定
重
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文
化
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「
文
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」
大
正
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に
建
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た

英
国
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世
復
興
様
式
の
レ
ン
ガ
造
り
で
県

庁
舎
と
し
て
使
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て
い
た
建
物
を
見
学

し
ま
し
た
。
ま
た
、
街
の
中
に
は
レ
ト
ロ

な
お
店
に
沿
っ
て
石
積
み
水
路
が
あ
り
、

と
て
も
癒
さ
れ
ま
し
た
。
お
昼
は
老
舗
の

そ
ば
屋
で
舌
鼓
。
皆
と
和
気
あ
い
あ
い
、

楽
し
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
梅
雨
の
節
と
は
、
梅
の
実
が
熟
す
頃
に

降
る
雨
季
の
こ
と
で
、
ま
さ
に
梅
干
し
の

節
で
す
。
梅
干
し
は
誰
も
が
食
べ
た
こ
と

が
あ
る
日
本
の
伝
統
食
品
で
す
。
初
め
て

食
べ
た
時
は
酸
っ
ぱ
く
て
、
し
ょ
っ
ぱ
い

味
で
そ
れ
が
な
ん
と
ご
飯
に
ピ
ッ
タ
リ
、

お
弁
当
や
オ
ニ
ギ
リ
に
も
無
く
て
は
な
ら

な
い
食
品
で
す
。
そ
の
上
素
晴
ら
し
い
健

康
パ
ワ
ー
を
秘
め
て
い
ま
す
。

　
私
は
昔
か
ら
の
自
然
製
法
に
減
塩
で
漬

け
、
ザ
ル
に
並
べ
土
用
干
し
し
て
塩
揉
み

し
た
赤
紫
蘇
を
加
え
、
真
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な
梅
干
し
を

長
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造
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い
ま
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が
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油
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す
る

と
カ
ビ
が
生
え
、
漬
け
上
る
ま
で
絶
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ず

気
配
り
が
必
要
で
す
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今
年
も
梅
が
日
毎
赤
く
染
ま
り
紫
蘇
の

香
り
が
漂
い
安
堵
し
て
い
ま
す
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臨

地

学
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令
和
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６
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１
日
㈭
、「
天
体
を
学

ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
臨
地
学
習
が
行
わ
れ
た
。

何
十
年
か
振
り
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に
わ

く
わ
く
し
、
初
め
て
ふ
れ
あ
い
科
学
館
に

入
っ
た
。

　
地
球
・
月
・
太
陽
・
そ
し
て
オ
ー
ロ
ラ

の
成
り
立
ち
、
星
座
の
見
分
け
方
な
ど
ロ

マ
ン
溢
れ
、
壮
大
な
宇
宙
の
歴
史
に
圧
倒

さ
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て
し
ま
っ
た
。

　
展
示
ブ
ー
ス
の
「
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ

船
長
」
の
足
跡
の
模
型
に
、
五
十
二
年
前

の
夏
休
み
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
な
が
ら

つ
か
の
間
の

宇
宙
散
歩
を

終
了
し
た
。

そ
し
て
、
秘

か
に
決
意
し

た
。

　
オ
ー
ロ
ラ

を
見
に
行
く

ぞ
と
。

　
ピ
カ
ソ
の
小
さ
い
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

二
つ
。
ピ
カ
ソ
曰
く
「
ぼ
く
は
、
子
供
ら

し
い
絵
を
描
い
た
こ
と
が
な
い
」

　
ピ
カ
ソ
の
父
曰
く
「
こ
い
つ
（
ピ
カ

ソ
）
を
伸
ば
す
た
め
に
俺
は
生
ま
れ
て
き

た
」
教
え
ら
れ
な
く
と
も
、
で
き
る
の
が

天
才
な
の
だ
。

　
ピ
カ
ソ
が
写
実
的
絵
画
か
ら
、「
キ
ュ

ビ
ズ
ム
（
立
体
的
描
写
）」
と
呼
ば
れ
る

絵
の
描
写
に
向
か
う
き
っ
か
け
は
、
セ
ザ

ン
ヌ
の
静
物
画
（
果
物
と
皿
）
の
、
多
視

点
か
ら
の
描
写
の
影
響
で
あ
る
。
そ
し
て

そ
の
作
品
が
、「
ア
ビ
ニ
ョ
ン
の
娘
」

　
そ
の
後
友
達
と
実
験
を
重
ね
る
う
ち
に
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
で

も
、
買
う
人
は
少
な
い
。
売
れ
な
い
。
生

活
で
き
な
い
。
売
れ
る
絵
を
描
く
た
め
に
、

恋
人
の
所
属
す
る
ロ
シ
ア
バ
レ
エ
団
の
絵

を
描
く
。
恋
人
曰
く
「
私
だ
と
分
か
る
顔

で
描
い
て
」

　
こ
の
絵
が
上
流
階
級
に
売
れ
大
儲
け
。

や
っ
と
財
を
成
し
、

自
分
の
描
き
た
い

絵
が
描
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の

後
の
活
躍
は…

…

省
略
。

　
前
夜
か
ら
午
前
中
ま
で
の
雨
で
、
足
元

が
悪
い
中
で
の
臨
地
学
習
は
、
６
月
９
日
、

生
江
所
長
、
宗
像
先
生
も
同
道
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
開
成
山
公
園
内
↓
中
條
政
恒
邸
跡
↓
開

成
山
大
神
宮
と
所
を
変
え
て
の
学
習
の
講

師
は
、
お
馴
染
み
の
日
塔
と
も
子
先
生
。

　
安
場
保
和
、
中
條
政
恒
、
阿
部
茂
兵
衛
、

立
岩
一
郎
、
久
米
正
雄
（
立
岩
の
孫
）
と

宮
本
百
合
子
（
中
條
の
孫
）。
秣
場
だ
っ

た
大
槻
原
の
開
拓
を
始
め
と
す
る
安
積
野

開
拓
諸
藩
。
安
積
野
を
県
内
屈
指
の
米
作

地
に
変
貌
さ
せ
た
安
積
疎
水
工
事
。
そ
れ

ら
に
繋
が
る
先
人
達
の
碑
。

　
折
し
も
、
地
震
被
害
で
閉
館
し
て
い
た

開
成
館
の
改

修
計
画
も
発

表
さ
れ
、
土

佐
か
ら
の
開

墾
入
植
者
を

祖
に
持
つ
筆

者
に
と
っ
て

も
、
感
慨
深

い
学
習
で
し

た
。

　
梅
雨
の
晴
れ
間
６
月
16
日
㈮
、
麓
山
公

園
と
歴
史
資
料
館
を
講
師
の
日
塔
と
も
子

先
生
と
共
に
散
策
探
訪
し
ま
し
た
。

　
厳
島
神
社
か
ら
始
ま
り
、
麓
山
の
滝

（
平
成
３
年
復
元
し
、
国
登
録
有
形
文
化

財
）
や
様
々
な
記
念
碑
が
あ
り
、
そ
の
一

つ
一
つ
を
そ
の
時
代
背
景
も
説
明
し
て
頂

き
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
は
普
段
麓
山
公
園
の
中
を
歩
い
て
い

ま
す
が
、
今
ま
で
こ
の
よ
う
な
歴
史
が
あ

る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
歴
史
資
料
館
に
は
、
発
掘
さ
れ
た
土
器

や
古
文
書
資
料
等
が
常
設
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
と
て
も
有
意
義
な
臨
地
学
習
で
し
た
。

「
臨
地
学
習
で
の
学
び
」

教
養
一
年  
郷
土
・
生
活  

古
川 

み
よ
子

郡
山
市
立
美
術
館
の

　
　

 

ピ
カ
ソ
を
鑑
賞
し
て

教
養
二
年
　郷
土
・
生
活
　平
田 

幸
一

麓
山
の
史
跡
を
訪
ね
て

専
門
一
年
　芸
術
・
文
化
　上
野 

妙
子

史
跡
を
訪
ね
て（
開
成
山
公
園
）

専
門
二
年
　芸
術
・
文
化
　宮
地 

勝
德

♪スマホのエトセトラ♪ 便利なQRコードの巻

QRコード（キューアールコード）は、あらゆるデータを扱
うことができる2次元のコードです。そこにWEBサイトの
リンク先が格納されているので、スマホのカメラで読み
込めば自動的に見たいWEBサイトを表示してくれます。

スマホをもっと活用したい方々のために、前回は
詐欺対策サイトをご紹介しました。今回は、QR
コードの使い方と市運営のサイトなどお役立ち
情報が満載のウェブサイトQRコードをご紹介！

① 「カメラ」または、QRコード読み込み専用の
　アプリをタップして起動する。 
②カメラをQRコードを映す時のように近づけると
　自動でQRコードが読み込まれる。
③読み取りできた場合、画面上部に
　「QRコード読み取り成功」と表示される。
④タップすると、QRコードに格納された
　サイトが表示される。
※スマホの機種によって操作は多少異なります。

QRコード ウェブサイト/説明

郡山市

郡山市運営のウェ
ブサイトの先頭ペー
ジ。あらゆる情報が
満載。

QRコード ウェブサイト/説明

健康メニュー、健康
コラム、休日、夜間診
療の病院一覧など。

音楽都市郡山なら
ではのイベント情報
や募集情報。音楽
施設の紹介。

郡山市内図書館の
蔵書検索、電子図
書館、映画会、催物
の案内など。

開催中の展示会の
内容、年間スケジュ
ールなど。

各公民館、図書館、
美術館などで実施
される生涯学習情
報を発信するLINE

心と体の
健康応援サイト

音楽都市こおりやま 郡山市図書館

郡山市美術館

郡山市
まなびLINE
お友達登録

QRコードの使い方
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幾
年
も
待
ち
た
る
薔
薇
の
咲
き
に
け
り

（
１

－

Ｂ
）
橋
本
　洋
子

虫
の
音
に
我
生
き
か
え
る
風
呂
場
か
な｠

（
２

－

Ｂ
）
村
田
　文
利

梅
雨
明
け
て
風
鈴
鳴
ら
す
風
を
待
つ

（
３

－

Ｂ
）
大
越
カ
ツ
代

久
方
の
空
賑
や
か
に
蝉
の
声

（
３

－

Ｂ
）
古
川
　
　信

邯
鄲
を
愛
で
る
齢
か
耳
鳴
り
か

（
４

－
Ｂ
）
棚
橋
　千
秋

卓
上
の
流
し
そ
う
め
ん
手
も
回
る

（
研

－
１
）
村
上
　好
範

山
粧
ふ
せ
せ
ら
ぎ
細
く
石
鼓

（
研

－

２
）
大
竹
　清
美

梅
雨
曇
大
学
が
え
り
ラ
ン
チ
行
く

（
１

－

Ｃ
）
渡
辺
　輝
子

俺
だ
っ
て
酒
と
甘
味
の
二
刀
流

（
２

－

Ｃ
）
大
和
田
富
雄

発
端
は
時
代
錯
誤
の
独
裁
者

（
３

－

Ｃ
）
渡
邊
　睦
子

コ
ロ
ナ
明
け
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
も
出
番
待
つ

（
４

－

Ｃ
）
長
尾
久
美
子

「
久
し
ぶ
り
！
」
声
か
け
ら
れ
て

「
誰
だ
っ
け
？
」
　

（
研

－

１
）
大
塚
　幸
雄

成
人
の
前
撮
り
孫
の
晴
れ
姿

（
研

－

２
）
七
海
　ミ
エ

短  
歌

俳  

句
川  
柳

今
年
ま
た
運
動
会
で
年
忘
れ

ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
に
若
返
る
刻

　

（
１

－

Ａ
）
菅
野
　新
司

北
の
峰
山
頂
隅
に
白
い
花

夏
は
短
か
ろ
冬
は
長
か
ろ

　

（
３

－

Ａ
）
紺
野
　育
男

夕
立
の
急
が
さ
る
様
帰
り
道

肩
を
寄
せ
あ
う
ひ
と
つ
の
傘
に

　

（
４

－

Ａ
）
橋
本
　良
子

梅
雨
の
朝
庭
の
片
隅
咲
き
揃
う

色
と
り
ど
り
の
あ
じ
さ
い
の
花

　

（
研

－

１
） 

佐
々
木
久
善

帰
省
し
た
娘
の
髪
は
金
髪
に

東
京
砂
漠
と
た
め
息
つ
い
た

　

（
研

－

２
）
関
根
　栄
子

と
き

さ
ま

み
ん
な
の

み
ん
な
の

芸
文

　
い
や
ぁ
〜
、
今
年
の
夏
も
今
ま

で
に
な
く
暑
か
っ
た
で
す
ね
。

　
そ
こ
で
、
昔
も
こ
ん
な
に
暑
か

っ
た
の
か
と
郡
山
の
過
去
の
最
高

気
温
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
２
０
２
２
年
８
月
　
36
・
２
度

（
20
年
前
）

　
２
０
０
２
年
８
月
　
35
・
１
度

（
40
年
前
）

　
１
９
８
２
年
８
月
　
30
・
７
度

　
40
年
前
と
の
差
が
５
・
５
度
も

あ
り
ま
し
た
。
今
で
は
エ
ア
コ
ン

も
当
た
り
前
の
時
代
に
な
り
ま
し

た
が
、
も
っ
た
い
な
い
か
ら
と
付

け
た
り
切
っ
た
り
す
る
よ
り
、
つ

け
っ
放
し
の
方
が
電
気
代
が
か
か

ら
な
い
と
聞
き
ま
す
。
こ
ま
め
な

水
分
補
給
で
健
康
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
！

　
さ
て
、
前
期
行
事
と
し
て
は
う

ね
め
踊
り
の
前
に
、
運
動
会
が
入

り
慌
た
だ
し
か
っ
た
の
で
す
が
、

後
期
行
事
も
、
４
年
振
り
の
学
園

祭
で
、
各
ク
ラ
ス
毎
の
出
し
物
が

あ
り
、
皆
さ
ん
夏
休
み
前
か
ら
練

習
に
大
忙
し
の
様
子
。
そ
し
て
同

月
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行
が

控
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
各
ク
ラ
ス
の
会
報

委
員
が
ネ
タ
探
し
に
お
願
い
す
る

と
思
い
ま
す
の
で
引
き
続
き
ご
協

力
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　コロナ禍も一段落し、本格的に行事回復が可能となって来た5月6日、今年度
の学生会総会が開催されました。
　来賓として、学園事務局所長の生江温様、研修1、2年委員長の安齋靖則様、
小林栄様をお迎えして挨拶を頂きました。
　各学級3名の出席により、無事5件の議案が承認されました。続いて2件の質
疑もあり、活発且つ滞りなく総会が終了し、今年度の学生会のスタートを切るこ
とができました。学生会総会に出席くださった皆様には心より感謝いたします。
　既に総会明けより、各実行委員会が学生会活動の中心を担って活発に活動を
しています。「明るく楽しく元気よく」充実した学園生活を送られるよう切に
願っています。

令和5年度 学生会総会の実施
学生会会長　佐藤 重章

編
集
後
記

会
報
編
集
委
員  

佐
久
間 

統
広

「第59回 うねめまつり踊り流し」
4年ぶりの通常規模開催4年ぶりの通常規模開催

令
和
５
年
度

「
う
ね
め
踊
り
」

  
参
加
を
終
え
て 

う
ね
め
踊
り
実
行
委
員
長    

　

 

教
養
二
年
　
川
前 
晟
三

　
８
月
４
日
㈮
に
「
あ
さ
か
の
学
園
学
生
会
」
は
、

う
ね
め
踊
り
流
し
に
総
数
２
０
３
名
で
参
加
し
、

当
日
参
加
31
団
体
の
う
ち
４
団
体
に
表
彰
さ
れ
る

「
優
秀
賞
」
に
輝
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、

　
①
実
行
委
員
16
名
が
５
月
か
ら
、
実
行
委
員
会

を
重
ね
て
の
打
ち
合
わ
せ
や
鉢
巻
と
花
鈴
の

作
成
作
業
、
又
、
学
生
会
あ
げ
て
の
踊
り
の

練
習
な
ど
の
事
前
準
備
に
頑
張
っ
て
頂
い
た

こ
と
。

　
②
そ
し
て
何
と
言
っ
て
も
踊
り
参
加
者
の
学
生

皆
様
お
一
人
お
一
人
が「
楽
し
く
自
分
ら
し
く
」

最
後
迄
一
体
感
と
パ
ワ
ー
溢
れ
る
踊
り
を
、
市

民
の
方
々
に
披
露
い
た
だ
い
た
こ
と
。

　
③
ま
た
、
講
師
の
宗
家
藤
蔭
流
　
藤
蔭
玉
枝
先
生

の
２
回
に
渡
る
、
時
に
厳
し
く
、
時
に
愛
情
の

あ
る
ご
助
言
ご
指
導
を
頂
い
た
こ
と
。

が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
で
あ
り
、
全
て
に
感
謝
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
歴
代
学
生
会
会
長
さ
ん
始
め
、

う
ね
め
役
員
先
輩
の
方
々
の
ご
助
言
、
大
い
に
助
か

り
ま
し
た
こ
と
に
御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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